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•  沖縄は、亜熱帯・海洋性気候の下、数多くの貴重な動植物が存在するなど、
本土とは大きく異なる固有の自然環境・生態系を有している。特に島々の山
地部では、複雑な地形、地質と相まって自然度の高い照葉樹林が広がり、多
様性・特異性に富む生物相が育まれている。また、周辺の海域では発達した
珊瑚や藻場が存在し、それらを中心とする特異な海域生態系を形成している。
しかしながら、近年各種経済活動に伴う森林の伐採や赤土流出などにより、
環境の改変が進んでおり、事業実施にあたって環境保全対策の充実や自然環
境の再生が求められている。 

沖縄特有の自然環境との共生沖縄特有の自然環境との共生沖縄特有の自然環境との共生沖縄特有の自然環境との共生  3 

河川・海域環境を悪化させる赤土流出

場所：沖縄県大宜味村 

珊瑚を食い荒らすオニヒトデ 

資料：「平成 14 年版環境白書」（沖縄県）

琉球列島の自然公園区域の分布     

（県土全体に広がる自然公園）
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注：絶滅危惧１A 類とは、ごく近い将来における絶滅の危険性が極め

て高い種 

資料：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物」（環境省）

沖縄に生息する「絶滅危惧 1A 類」の比較 

（貴重動植物が数多く存在する沖縄）
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•  沖縄では、都市化による人口の集中や産業の発展などに伴い、生活排水や
事業排水が増加し、河川・海域などの公共用水域の水質悪化が懸念されてい
る。特に下水道など汚水処理施設の整備は都市部と地方部において大きな格
差が生じていることから、整備率が低い本島北部や離島などにおける整備を
促進する必要がある。 
 また、年々増え続ける廃棄物に対し、島嶼県という地域特性を踏まえ、廃
棄物の循環利用のための施設整備や建設副産物の効率的なリサイクルを推進
するとともに、地域環境の保全などの観点から公共交通機関の利用を促進す
る必要がある。 

建設副産物再資源化率（H13） 
（廃棄物の低いリサイクル率）

資料：沖縄総合事務局
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水質汚濁状況（全国ワースト 3 に匹敵する水質状況）

資料：「H14 年全国一級河川の水質現況」（国土交通省河川局）

「平成 14 年版環境白書」（沖縄県） 

下水道普及率（都市部と地方部との大きな格差）

資料：「維持管理年報」（沖縄県）
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沖縄県全体人口普及率
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資料：沖縄総合事務局

公共交通機関との連携 

（公共交通機関の利用促進）


